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船舶事故調査報告書 

 

                            令和２年３月４日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３１年２月１１日 １２時１０分ごろ 

発生場所 愛知県田原
た は ら

市赤羽根
あ か ば ね

漁港南方沖 

 赤羽根港東防波堤灯台から真方位１７３°４.１海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°３２.０′ 東経１３７°１１.９′） 

事故の概要 遊漁船第八丸
まる

万
まん

丸は、漂泊中、また、漁船大進
だいしん

丸は、西南西進中、

両船が衝突した。 

第八丸万丸は、釣り客２人が負傷し、右舷船尾部外板の破損等を生

じ、また、大進丸は、左舷船首部外板に亀裂を生じた。 

事故調査の経過 平成３１年２月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 遊漁船 第八丸万丸、１９トン  

ＡＣ２－５１８９（漁船登録番号）、個人所有 

１５.９３ｍ（Lr）×４.６５ｍ×１.５１ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、６６９kＷ、平成１２年６月 

第２４０－５１８３２号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 漁船 大進丸、１４トン 

ＡＣ２－３８２２（漁船登録番号）、個人所有 

１７.９１ｍ（Lr）×４.６７ｍ×１.５５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、６７０kＷ（動力漁船登録票による）、平成２

６年３月１９日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ４７歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成４年３月１６日 

    免許証交付日 平成２９年３月６日 

           （令和４年３月１５日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ５８歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５５年３月１０日 

    免許証交付日 平成２９年１２月１８日 

           （令和５年１２月５日まで有効） 
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 死傷者等 Ａ 軽傷 ２人（釣り客Ａ1、釣り客Ａ2） 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部外板及びボラードに破損、船尾側フライングデッキに

亀裂 

Ｂ 左舷船首部外板に亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.２ｍ、潮汐 下げ潮の中央期、潮流 南東流約 

１.１ノット（kn）（伊良湖水道） 

 事故の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客Ａ1 及び釣り客Ａ2 ほか釣

り客５人を乗せ、釣りの目的で、平成３１年２月１１日０７時００分

ごろ赤羽根漁港南方沖の釣り場に向けて同港を出港した。 

 Ａ船は、０７時１５分ごろ漁場に到着した後、主機を中立運転とし

て船首を南方に向けて漂泊した状態で釣りを行い、１２時００分ごろ

船長Ａの指示により片付けを開始し、船長Ａが、操舵室左舷側から甲

板上に出て、釣り客それぞれに釣果を尋ねて回っていた。 

 船長Ａは、操舵室横の右舷側通路に至って船尾方を向いて立った姿

勢の状態で釣り客１人のクーラーボックスを覗
のぞ

き込みながら、同客と

釣果について会話をしていたところ、１２時１０分ごろ、船尾部から

衝撃音が聞こえたので、その方向を見て、Ｂ船と衝突したことを知っ

た。 

 船長Ａは、釣り客の安否を確認したところ、後部甲板右舷側の座席

に腰を掛けていた釣り客Ａ1 及び釣り客Ａ2 の２人が痛みを訴えて足な

どから出血しているのを認めた。 

船長Ａは、他の釣り客に負傷者がいないこと及び船内に浸水がない

ことを確認したのち、船長Ｂに海上保安庁への本事故発生の通報を要

請した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、Ｂ船に伴走を要請し、自身の事務所に電話で救急車の要

請を依頼して赤羽根漁港に向かった。 

釣り客Ａ1 は、赤羽根漁港に移送されたのち、救急車で田原市内の

病院に搬送され、右足関節部挫創と、また、釣り客Ａ2 は、後日、自

身で愛知県名古屋市内の病院に行き、頸
けい

部挫傷右大腿痛とそれぞれ診

断された。 

図１ 事故発生時のＡ船の釣り客配置 

船長 

釣り客Ａ1 釣り客Ａ2 
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Ｂ船は、船長Ｂ及び甲板員が２人で乗り組み、底引き網漁を行う目

的で、１１日０１時００分ごろ愛知県渥美
あ つ み

半島南方沖の漁場に向け、

愛知県南知多
み な みち た

町豊浜
とよはま

漁港を出港した。 

Ｂ船は、０２時００分ごろ漁場に到着し、渥美半島南方約１.１Ｍ

沖の漁場に至って操業を５回繰り返した後、赤羽根漁港の南方約５.

５Ｍの漁場で操業を再開することとし、１１時５０分ごろ、手動操舵

で同漁場に向け、約１４～１５kn の速力（対地速力、以下同じ。）で

航行を開始し、自動操舵に切り換え、約２３５°の針路を設定した。 

船長Ｂは、ヘッドアップの３Ｍレンジとして、レーダーをオフセン

ター機能により船首方を６Ｍ表示する状態とし、レーダーと目視によ

り見張りを行っていたところ、１１時５７分ごろ右舷船首方約３Ｍ付

近にＡ船の映像を認めた。 

船長Ｂは、レーダー映像上にＡ船が移動している様子が見られなか

ったことからＡ船が漂泊中であり、原針路のままでＡ船の南側を通過

できると思い、同じ針路及び速力で航行を続けた。 

船長Ｂは、魚群探知機に現れた魚群の反応を確かめていたところ、

ふと船首方を見て、至近となったＡ船を認めたが、とっさに舵を取ろ

うと舵輪を回したが弾かれてしまい、どうすることもできず、Ａ船と

衝突した。 

Ｂ船は、衝突後、Ａ船に接近し、船長Ｂが船長Ａと互いに状況を確

認した後、Ａ船に伴走して赤羽根漁港に入港したのち豊浜漁港に帰港

した。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ 事故発生経過概略図、写真

１ Ａ船、写真２ Ａ船の損傷状況（船底から望む）、写真３ Ａ

船の損傷状況（右舷船尾部外板）、写真４ Ｂ船、写真５ Ｂ船の

損傷状況 参照） 

 その他の事項 船長Ａは、片付けを開始した際、目視及び２Ｍレンジとしたレーダ

ーで周囲を確認したところ、他船を見掛けなかったので、Ａ船に向か

って接近する船がいないと思い、釣り客との会話に夢中になっていた

が、漂泊中であっても周囲の見張り適切に行うべきであったと本事故

後に思った。 

Ｂ船に搭載されている自動操舵装置は、船尾甲板に備えた２台のリ

モコンで操舵できるリモコンモードの機能があり、必要に応じて操縦

権を操舵室から同リモコンに切り換えて操船を行うことができる仕様

となっていた。 

Ｂ船は、Ｂ船の自動操舵装置には、‘現在の船首方位を設定方位と

して自動操舵できる山立てと称する機能’（以下「山立て機能」とい

う。）があり、船長Ｂが操業中に同機能にした状態としてリモコンの

舵角ツマミを中立の位置から左又は右に回せば、操縦権が自動的にリ

モコンに切り替わり、操縦を行うことができる。（写真６参照） 
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写真６ Ｂ船のリモコン 

 

Ｂ船は、山立て機能にした状態でリモコンによる操作を行った後、

自動操舵装置の操縦権をリモコンから操舵室に切り換える場合、リモ

コンの舵角ツマミを中立の位置に戻せば、操縦権が操舵室に切り替わ

り、山立て機能で自動操舵を開始する仕様であった。 

船長Ｂは、リモコンの舵角ツマミをカチッと音がなる中立の位置に

戻しても自動操舵装置のリモコンの表示が点滅して操縦権がリモコン

から操舵室に切り替わらない時があり、その際に甲板員にマイクで同

ツマミを微妙に動かすように伝えて同表示が消えるまで同ツマミを調

整していた。（写真７参照） 

 

 

 

 

 

 

写真７ Ｂ船の自動操舵装置 

 

船長Ｂは、本事故の約３か月前から本事故発生前までの間、自動操

舵により山立て機能で航行中、時々、‘自動操舵装置のリモコンのモ

ード表示が点滅状態から消えた後に設定した針路が左方又は右方に約

３～７°ずれていたこと’（以下「本件不具合」という。）があり、

その都度設定し直して針路を修正することがあったが、些細なことな

ので適宜針路を修正すれば特に運航に支障がなく、問題ないと思って

いた。 

Ｂ船は、本事故後、船長Ｂが修理業者に本件不具合の修理を依頼

し、同業者により本件不具合の原因が‘Ｂ船のリモコンの内部にある

舵角ツマミの舵角信号を自動操舵装置に知らせる抵抗器’（以下「ポ

テンショメータ」という。）とポテンショメータに繋
つな

がっている電圧

を変化させる信号を送る電線との接触不良であることが分かり、両方

の交換を行った。（写真８、写真９参照） 

 

リモコン

の表示 

舵角ツマミ 

中立の位置 
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写真８ Ｂ船のリモコン内部   写真９ ポテンショメータ 

 

Ｂ船の修理業者の担当者及びＢ船の自動操舵装置のメーカーの担当

者によれば、ポテンショメータと接続電線との接触不良により、山立

て機能で航行中に自動操舵装置が、一時的にポテンショメータからリ

モコンが中立になっていない信号を読み取っていた可能性が高いとの

見解であった。 

船長Ｂは、本事故当時、魚群探知機に現れた魚群の反応に集中して

いたので、前方の見張りが疎
おろそ

かになっていた上に、ＧＰＳプロッタ

ーの航跡が、途中、約１０°右方にずれてＡ船に向かう態勢となって

いたことに気付かなかったと本事故後に思った。 

Ｂ船は、令和元年１２月１７日１１時１０分～１２時１０分に豊浜

漁港南方約２Ｍ沖（天候曇り、風向北東、風速約２m/s、潮流南東流

約１.１～１.６kn（伊良湖水道））で、山立て機能で航行中にリモコ

ンモード（舵中央）に切り替えて約２４５°及び約１４.２kn の速力

で約３０秒間約２２０ｍ航行したところ、約２１５°に船首方位が左

方に向き、その後も左転を続ける状況となった。（写真１０参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１０ Ｂ船のリモコンモード（舵中央）に切り替えて航行した

ＧＰＳプロッターの航跡（１） 

 

また、Ｂ船は、山立て機能で航行中にリモコンモード（舵中央）に

切り替えて約１５０°及び約７.８kn の速力で約１００秒間約４００

ｍ航行したところ、約１６０°に船首方位が右方に向く状況となっ

た。（写真１１参照） 

 

ポテンショメータ 

ポテンショメータ 

電線 

約２４５° 

約２１５° 

Ｂ船の航跡 

2,000 m 0 1,000 500 1,500 
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写真１１ Ｂ船のリモコンモード（舵中央）に切り替えて航行した

ＧＰＳプロッターの航跡（２） 

 

Ｂ船の本事故当時のＧＰＳプロッターの航跡は、途中、約１０°右

方にずれた後、約１.８Ｍ真っ直ぐ保針して航行する針路であった。

（写真１２、写真１３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１２ Ｂ船の本事故当時のＧＰＳプロッターの航跡（１） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１３ Ｂ船の本事故当時のＧＰＳプロッターの航跡（２） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、赤羽根漁港南方沖において、漂泊中、船長Ａが、釣り客と

の会話に夢中になった状態で漂泊を続けたことから、Ｂ船がＡ船に向

かって接近する状況に気付かず、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、赤羽根漁港南方沖において、自動操舵により設定針路が右

     

約１０°右方にずれた場所 
Ｂ船の航跡 

4 M 0 1 3 2 

保針する針路 

本事故発生場所 
Ｂ船の航跡 

   

Ｂ船の航跡 

約１５０° 

約１６０° 
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方にずれた状態で西南西進中、船長Ｂが、魚群探知機に現れた魚群の

反応に集中して航行を続けたことから、針路が右方にずれていたこと

に気付かず、Ａ船に向かっていることに気付くのが遅れ、Ａ船に衝突

したものと考えられる。 

 Ｂ船は、本事故発生前に自動操舵で航行中、時々、本件不具合があ

り、船長Ｂがその都度設定針路を修正することがあったこと、本事故

後、修理業者により本件不具合の原因がポテンショメータと繋がって

いる電線との接触不良と分かったことから、本事故当時、山立て機能

で航行中に自動操舵装置が一時的にポテンショメータからリモコンが

中立になっていない信号を読み取り、自動操舵の設定針路が右方にず

れた状態となった可能性があると考えられる。 

 Ｂ船は、山立て機能で航行中にリモコンモード（舵中央）に切り替

えて航行した場合、保針を続けずに変針する状況となったこと、及び

本事故当時のＧＰＳプロッターの航跡が、途中、約１０°右方にずれ

た後、約１.８Ｍ真っ直ぐ保針して航行する針路であったことから、

自動操舵装置が一時的にリモコンモードとなり、自動操舵の設定針路

が右方にずれた後、自動操舵により航行を続けたものと考えられる。 

原因  本事故は、赤羽根漁港南方沖において、Ａ船が漂泊中、Ｂ船が自動

操舵により設定針路が右方にずれた状態で西南西進中、船長Ａが、釣

り客との会話に夢中になった状態で漂泊を続けたため、Ｂ船がＡ船に

向かって接近する状況に気付かず、また、船長Ｂが、魚群探知機に現

れた魚群の反応に集中して航行を続けたため、針路が右方にずれてい

たことに気付かず、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、自動操舵で航行中、舵の作動状況に異常が見られる場合

は、直ちに製造業者による点検整備を行い、修理して運航するこ

と。 

・船長は、自動操舵により舵の作動状況に異常が見られる状況で運

航する場合は、手動操舵で操船するとともに、魚群探知機に意識

を集中することなく、目視及びレーダーにより他船の動静を継続

的に監視すること。 

・船長は、漂泊中、適宜、レーダーを適切なレンジに切り換えて接

近する他船の有無を確認し、他船が接近する可能性を想定し、常

時、周囲の適切な見張りを行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

豊浜漁港 

事故発生場所 

（平成３１年２月１１日 

１２時１０分ごろ発生） 

付図２ 

南知多町 

赤羽根漁港 

田原市 

愛知県 

渥美半島 



 

付図２ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ船が向かっていた漁場 

事故発生場所 

（平成３１年２月１１日 

１２時１０分ごろ発生） 

赤羽根漁港 

渥美半島 

愛知県田原市 

Ｂ船の航跡 

衝突状況略図 

Ａ船 

Ｂ船 

Ａ船 

Ｂ船 

-
 
9
 
- 

船長Ｂが魚群の反応

を確かめていた場所 

航跡が右方にずれ

始めた場所 

赤羽根港東防波堤灯台 
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写真１ Ａ船       写真２ Ａ船の損傷状況（船底から望む） 

  

 

写真３ Ａ船の損傷状況（右舷船尾部外板）     写真４ Ｂ船 

  

 

写真５ Ｂ船の損傷状況 

 


